
この号では、重度精神疾患をもつ人たちの症
状と生活機能のアウトカムを向上するために
人間的リカバリー(personal recovery)が果たす
大切な役割を掘り下げます。

新たにEUCOMS Networkのボードメンバーに
加わったイタリアのAlessandra Martinelliさん
がノルウェー、デンマーク、フィンランド、
香港、米国の縦断的研究の最新の洞察をシェ
アしてくださいました。これらの研究が示し
ていることは、従来の標準的ケア、症状、そ
して生活機能の改善はしばしば限定的である
ということです。Alessandraさんは、単なる
症状緩和に終わらない方策の必要性を訴え、
生活の満足度、希望、自己決定、自己肯定感
の達成に注力した人間的リカバリーに優先順
位を置くことで、より全人的な視点をメンタ
ルヘルスサービスに内包していく必要性を強
調しています。このアプローチは、当事者の
視点を入れ込むことと共同意思決定(shared 
decision making)を提唱し、症状緩和に留まら
ず成長や耐久力/回復力（resilience）、権限付
与（empowerment）に対処するリカバリーを
目的としています。

さらに、このニュースレターの原文（英語
版）には11月21日にリスボンで行われる次回
セミナーの登録リンクも掲載されています。
すでに200人が登録しておりなるべく早めの登
録をお勧めいたします。

また、次回ウェビナーの詳細も掲載しました。
内容は刑務所内外でのピアサポート（peer 
support）の社会的価値についてです。

機能的回復と症状改善をアウトカムとした際に突き当たる壁：
人間的リカバリーの重要な役割



「リカバリー（の定義）を広げる:メンタ
ルヘルスのアウトカムに果たす人間的リカ
バリーの役割」

精神病のような重度精神疾患への早期介入
（early intervention）について調べた縦断
的研究(ノルウェー、デンマーク、フィン
ランド、香港、米国)の結果、症状緩和や
生活機能の改善は人生に限定的な改善しか
もたらしていないことを明らかにしました。
注意すべきは、改善は単にしばしば一時的
なものか変動するものであり、その後の人
生に悪影響をもたらす傾向があるとする複
数の研究があることです。

人間的リカバリーは、精神疾患があっても
意味のある人生を送ることに重きを置き、
希望・自己決断・積極的参加・自己効力
感・目的意識・自己肯定感などに着目して
います。症状緩和と生活機能改善を目的と
したリカバリーとは異なり、人間的リカバ
リーは、疾患を超えて人生の充足感を得、
人生の目標を達成することを目指していま
す（Anthony, 1993）。重要な研究には当
事者の意見を取り入れることが強く勧めら
れます。過去のように専門家による症状評
価に頼った研究ではよくありません(WHO, 
NICE guidelines, rehabilitation guidelines 
and programs of IRCCS Istituto Centro 
San Giovanni di Dio Fatebenefratelli)。

臨床現場においては、共同意思決定
（shared decision making）を重視し、当
事者や彼らを助けている人たち（care 
giver）の意見を取り入れることを優先す
べきです。それは彼らの人権を尊重する
ことでもあります。
メンタルヘルスサービスは人間的リカバ
リーをアウトカムとすることで、従来型の
臨床と生活機能リカバリーのアプローチに
加えて、有意義な人生の旅の支援を効果的
に行えます。研究によると、人間的リカバ
リーは症状や認知機能障害が実生活に及ぼ
す影響を緩和する力を持っています。

人間的リカバリーは個人が人生の試練を乗
り越え、人間関係を修復し、人生の希望・
意味・目的を再発見し、烙印を取り除く大
切な役割を果たしています。人間的リカバ
リーのビジョンは、サービスのアウトカム
についても概念を拡大し、自尊心・能力障
害への適応・権限付与・自己決断などの側
面を含みます。人間的リカバリー志向型の
メンタルヘルスシステムにおいては、必須
サービスとして、「症状」リカバリーだけ
に着目せず、機能障害・機能不全・能力障
害・不利益（ impairment, dysfunction, 
disability, disadvantage）を改善する当事
者がもつ潜在能力を分析すべきです。



完全な症状リカバリーがなくともリカバ
リーは起き得ます。そのようなリカバリー
を遂げた人は、症状の悪化を時折経験して
も、任務や役割の遂行（パフォーマンス）
は顕著に回復し機会への障壁を取り除くこ
とに成功して生きています。リカバリーの
視点から見ると、個人の人生でのこのよう
な成功は、新たな人生の意味と目的を育む
ことにつながっています。リカバリーに関
する当事者の主観的経験と専門家の客観的
経験が互いに補い合い、相互作用をもたら
します。

統合失調スペクトラム症患者の人間的リカ
バリー・症状の重症度・生活機能の３つの
関係を研究した最近のメタ解析(Ponce-
Correa et al., 2023)でも述べられているよ
うに、人間的リカバリーと臨床症状との関
係性を述べる際、いくつかの課題が存在し
ます。当事者の感じていることと、臨床家
のアセスメントとの間に乖離があることが
明らかになり、当事者と臨床家とではリカ
バリーの評価基準が異なっていることが示
されました。

このことは人間的リカバリーを優先するこ
との大切さを強調しており、新たな洞察を
生み得ます。また、症状や生活機能の評価
に加えて、当事者視点を評価に入れること
の必要性を強調しています。重度精神疾患
患者では、症状や生活機能にのみ着目する
ことは最適なアウトカムをもたらさない可
能性があります。すると治療とケアの目的
は、症状寛解や生活機能改善ではなく、彼
らの状況の如何にかかわらず彼らが充足し
た人生を送ることを可能にすることとなる
でしょう。疾患にかかわらず充実した人生
を送れているかを評価する事は異なる洞察
をもたらします。

リカバリーは多面的な概念です。要は主観
的リカバリーを評価する最適手段を開発す
ることであり、それは従来の評価方法を補
完するものとなります。

1990年代以降、人間的リカバリーを評価す
る様々なツールが開発されてきました。そ
して、多くの人がそれらのツールについて
検討してきました。最も網羅的な検討は、
ニューヨーク市の健康と精神衛生課のメン
タルヘルス局のワーキンググループである
Recovery on the Groundによって行われま
した。

彼らはニューヨーク市内のメンタルヘルス
サービスのリカバリー志向性の評価方法を
見つけるためのプロジェクトを2013年に始
めました。系統的研究を通して、当局は40
のリカバリーの方法を見つけましたが、い
ずれも「ゴールドスタンダード」の認定条
件を満たしませんでした。

よって、妥当かつ信頼できるリカバリーの
手段・評価をどれか一つ推奨することは難
しいことが証明されました。しかし、彼ら
は複数の手段を統合したツールキット
（Toolkit）を開発し、リカバリーの手段を
個人レベルとプログラムレベルに分類しま
した。

これらの手段は様々な場面に生かせます。
例えば、人間的リカバリーの進捗評価・メ
ンタルヘルスサービス・プログラムに（人
間的）リカバリーの原則がどの程度反映さ
れているかを評価することに用いることが
できます。ある系統的研究は CHIME 
（Connectedness, Hope, Identity, Meaning, 
and Empowerment）の枠組みに沿って人
間的リカバリーの手段を同定し分析しまし
た。彼らは13の人間的リカバリーの手段を
同定しましたが、CHIMEが提唱する心理
測定の特性すべてを満たす手段は一つもあ
りませんでした（Leamy et al., 2011)。



要約すると、人間的リカバリーのたった1つの手段があるわけではありません。むしろ、
人間的リカバリーの多様な側面を図る様々な方法があります。中でも注目に値する2つの
大事な側面は：①メンタルヘルスサービス内のリカバリー志向型アプローチを同定するこ
と、②当事者の経験を認識し彼ら自身がリカバリーを評価できるようすることです。

結論として、研究者や専門家が精を出すべきことは心理測定を達成する唯一無二のツール
を開発することではなく、主観的経験を測定する最良のツールを選び、現場のニーズや当
事者の視点に合わせて人間的リカバリーに資し、それらの方法や結果を実践に統合してい
くことです。Slade and Longden 2015が示すように、わたしたちは当事者の一握りしか回
復しないという信念から、多くの人たちが回復を遂げるという考えへ移行しなければなら
なりません。

そのためには、研究は当事者の意見に着目しなければならず、症状や生活機能面で臨床家
を満足させる基準に到達していなくても、個々人は充足した人生を送れるということを認
識する必要があります。このアプローチは、専門家によって判断される現状とは異なり当
事者が自身のリカバリーの旅とその評価により関わりを持つことで、より良いアウトカム
を将来にもたらすでしょう。

人間的リカバリーのアウトカムに対処することで、わたしたちは症状と生活機能のリカバ
リーに関する課題に立ち向かうことができます。そして、個人の強み・目標・全般的なウ
エルビーイングを強調した包括的パーソンセンタードモデルへと移行することができます。



リスボンで11月21日と22日に行われる会議に皆様を招待します。

会議では下記の主題を取り上げます。
CMHTのトレーニングと実践、ポルトガルでのメンタルヘルス改革、グローバル社会での
持続可能な健康とメンタルヘルス、グローバルメンタルヘルスと持続可能な開発、ヨー
ロッパ各国のCMHTの事例、革新的介入とコミュニティメンタルヘルスプロジェクトへの
訪問、持続可能なリカバリー、ピアサポートとリカバリーカレッジの体験、家族の支援と
家族の関わり、持続可能な包括、就労支援について、住居確保と社会的処方箋。

リスボンでお会いしましょう。
（恐れ入ります。登録リンクはEUCOMS Newsletter October本文からクリック願いま
す。）







EUCOMSネットワークでは11月20日にウェビナーを開催いたします。タイトルは、刑務所
内外でのピアサポートとその社会的価値です。北欧諸国における、生きた経験に基づいた
視点とピアによる活動の良い実践例（good practice）として取り扱います。刑務所内外での
生活水準を上げるために、組織や個人が積極的に活動しています。このウェビナーは、わ
たしたちに、隔離された世界について洞察を与え、着想や望みを生みだし、ネットワーキ
ングや社会的プロジェクト、財政資源について示唆を与えるでしょう。

ウェビナーのプログラム

オープニング
Thoodor Smith, member of Bataakadímían in Iceland or Recovery Academy.
「刑務所から出てきた男性たちが、互いに支え合うために開発したコミュニティ」

刑務所経験者から政策立案者へ
Guðmunur Ingi Þóroddsson, Chairman of Afstaða（NGO）
20年前に刑務所経験者らが設立したNGOの軌跡を共有されます。ピアサービス、家族支援
をどのように提供し、政策立案に関わったかをお話しされます。

ノルウェーの刑務所経験者のピアサポート
Johan Lothe, Managing Director of Wayback
ノルウェーの刑務所内外のピアサポートとWaybackについてです。

交換訪問:メンバーの同士の交換から得られた洞察
アイスランドとノルウェーのEUCOMSメンバーTraustur KjarniとErfaringssentrumとプロ
ジェクトパートナー Sinnisbati (Faroe Islands)が、リトアニアへの交換訪問で得た視座を話
します。この訪問はEEAの援助で成立しました。リトアニアの健康システムと刑務所のピ
アサポートについて理解を深めましょう。

歩を進めること:刑務所でのピアサポートネットワークの立ち上げ
Ann-Mari Lofthus post-doc at University Inland Norway and social entrepreneur（社会企業
家）
北欧のピアサポートネットワークの開発プロジェクト、及びヨーロッパの方々との将来的
協力関係の機会についてです。



EUCOMSのパートナーになりたい方は登録できます！メンタル不調を抱える人々を
支援するサービスを提供している個人や組織は私たちのパートナーまたはコラボ
レーターになることができます。詳しい情報はホームページをご参照ください。(英
語版ニュースレター（原本）にはパートナー登録やウェビナー情報へのリンクが貼
られています。よろしければぜひご利用ください。)
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